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ジェクト分)[平成 22度以降]の交付を受けて、平成 21年度より 6カ年の計画で実施してい
る大学間連携事業「超高層大気長期変動の全球地上ネットワーク観測・研究」
(Inter-university Upper atmosphere Global Observation NETwork; 略称 IUGONET)の
前半 3年間(平成 21~23年度)の成果を取りまとめたものである。 
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以下に、平成 21-23年度における IUGONETプロジェクトの実施体制を示す。 
l 情報・システム研究機構 国立極地研究所 
佐藤 夏雄、中村 卓司、宮岡 宏、岡田 雅樹、冨川 喜弘、田中 良昌、田所 裕康
[H22.4~H23.3]、元場 哲郎[H23.4~] 
l 名古屋大学太陽地球環境研究所 
藤井 良一、荻野 竜樹、三好 由純、大塚 雄一、堀 智昭、河野 貴久[~H23.6]、
梅村 宜生[H23.8~] 
l 京都大学生存圏研究所 
津田 敏隆、*林 寛生、新堀 淳樹[H22.4~]、橋口 典子 
l 京都大学大学院理学研究科附属地磁気世界資料解析センター 
家森 俊彦、藤 浩昭、竹田 雅彦、能勢 正仁、小山 幸伸、吉田 大紀[~H23.3] 
l 京都大学大学院理学研究科附属天文台 
柴田 一成、上野 悟、金田 直樹 
l 九州大学宙空環境研究センター 
湯元 清文、池田 大輔、阿部 修司 
l 東北大学大学院理学研究科惑星プラズマ・大気研究センター 
小野 高幸、寺田 直樹、加藤 雄人、笠羽 康正、岡野 章一、熊本 篤志、坂野井 健、



















































































































































IUGONETでは、SPASE (Space Physics Archive Search and Extract)コンソーシアムに
よって作成されたデータモデルを基本とし、超高層大気や太陽の地上観測データの特徴に


































ションTHEMISの観測データを扱うために開発された IDL (Interactive Data Language)
 12 






21 年度)にデータ解析ソフトウェアの仕様を決定し、2 年目以降は、TDAS を用いて、各
機関のデータベースにて公開されるそれぞれの観測データを扱うためのプログラム開発を
順次進めている。なお、IUGONET のデータ解析ソフトウェアは UDAS (iUgonet Data 












































































































末の時点で、以下の 4つのサブグループおよび 1つのタスクチームが活動している。 
 




システムグループ (リーダー：阿部 修司) 
メタデータ・データベースのシステム開発、カスタマイズ、定常運用など、システム
構築に関するすべての活動を担当する。 
解析ソフトグループ (リーダー：田中 良昌) 
IUGONETが提供する解析ソフトウェアの仕様策定、プログラム開発、定期更新など、
解析ソフトウェア開発に関するすべての活動を担当する。 
ウェブ・アウトリーチグループ (リーダー：小山 幸伸) 
ウェブやソーシャルネットワーキングサービスを利用した情報発信、講習会の開催や
学会における団体展示など、アウトリーチ活動全般を担当する。 










































SPASE では、観測データに関する情報を記述する際に必要となる主要な 12 トピックを、









するには、まず NumericalData タイプの XML ファイルを作成し、そのデータセットに
含まれる単一のデータファイル１つ１つに紐付いたメタデータとして Granule タイプの
XML ファイルをデータファイルの数だけ作成する。さらにそのデータを生成した観測装
置のメタデータを記述するために Instrument タイプの XMLファイル、また観測サイト
(観測器が置かれている場所)のメタデータを記述するために Observatory タイプの XML
ファイルを作成することになる。また観測データには主任実験者(Principal Investigator: 




データ(XMLファイル)は ”リソース ID” と呼ばれる一意な IDを割り振られる。このリソ
ース IDは以下のような構造のURI形式 3)で記述される。 
spase://(Naming authority)/リソースタイプ/研究機関略名/… 
Naming authority とはリソース ID をメタデータに割り当てる機関・団体であり、
IUGONETはその Naming authority の１つである。IUGONETで作成されたメタデー
























は、SPASE と同様に、XML schemaの形で IUGONET のホームページより公開されて





































HCR (Heliocentric Radial) 
HPC (Helioprojective Cartesian) 




















































   66.3</CenterLatitude> 
<CenterLongitude> 
   177.0</CenterLongitude> 
<MinimumAltitude> 
   130</MinimumAltitude> 
<MaximumAltitude> 




































また、平成 24 年 3 月時点での、各研究機関ごとの詳細な登録済みメタデータのリスト






































































図 3.1.3：GITによるメタデータリポジトリの更新履歴閲覧画面。  




のメタデータ(実際には 10–100キロバイト程度の XMLファイル 1000個)を新たに登録す
ると、ネットワーク速度にも依存するが、GITによるメタデータリポジトリへの登録処理
にかかる時間は実時間で約 1分、さらにメタデータリポジトリからメタデータ・データベ
ースへの登録処理は約 1–2分ほどである 5)。 将来的には、IUGONET に登録されるメタ
データは最終的には 200 万–300 万件に達する見込みで、定常的な新規メタデータ登録お
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カスタマイズした。観測開始時刻を start time、終了時刻を end time とし、時間検索ク
エリーの二つの時刻を from time と to time とした場合、時間の範囲検索のクエリーは 
( start_time:[from_time TO to_time] OR 
end_time:[from_time TO to_time] ) 
OR 
( start_time:[00000101000000 TO from_time] AND 
end_time:[to_time TO 99991231235959] ) 
で記述される。時刻は文字列としてデータベースに登録しており、00000101000000 と
99991231235959 は時刻の最小限度と最大限度を表す。ここで、範囲検索はDSpaceの検




















































DSpace から削除する。最後に、DSpace に登録したログから必要な情報を再びGit に登
録し管理する。コミット ID は、Git リポジトリで変更履歴を表す ID であり、この ID を
保存することでどの履歴までの変更を DSpace に登録したかがわかるようになっている。




































































フトウェアライブラリである SolarSoft7)や、SuperDARN(Super Dual Auroral Radar 
Network)8), 9)レーダー用のライブラリGO10）、THEMISミッション 11) のライブラリ
















































上記のような特徴から、日本の内部磁気圏探査ミッション ERG (Energization and 


































年 3月 21日の京大地磁気世界資料解析センター（以下、京大WDC）の AE指数 19)、極
地研の昭和基地地磁気データ、名大の SuperDARN北海道レーダーデータ、京大生存圏


















図 3.2.3：UDASのダウンロードページ(http://www.iugonet.org/software/install.html)。  
開発したプログラムは、2011年 5月に、UDAS (iUgonet Data Analysis Software)βバ
ージョンとしてウェブページで公開された。その後、4回のバージョンアップ（UDAS 
v1.00.b1～v1.00.b4）を経て、2012年 2月に正式バージョン（UDAS v1.00.1）が公開さ





















































(i)について、TDAS は IUGONET プロジェクトの解析ソフトウェアとして有用である
が、TDAS を使う一つの問題点として、IDL ライセンスが高額であることが挙げられる。
そこで、我々は、THEMIS サイエンスサポートチームと協力し、IDL-VM 環境で動作す




の全ての機能を、IDL-VM 環境で使用できることを確認した。今後、2012 年 3 月にリリ




り、TDAS にパッチを当てる形でインストールを行う。しかし、今後、UDAS を TDAS
の中に含め、THEMIS ウェブサイトから公開することを検討している。これには、(a) 
TDAS ユーザーに IUGONET が所有するデータを利用してもらえる可能性が高くなるこ










そこで、我々は、2012月 12月のアメリカ地球物理学連合 2011年秋季大会（AGU Fall 
Meeting 2011）において THEMIS サイエンスサポートチームと会合を持ち、UDAS と
TDAS の統合について議論した。現在、2012 年中旬にリリース予定の TDAS v7.1 で、
UDASを含めることを検討している。この際、IUGONETのパッケージは、themis、erg









る。1. 解析ソフト（IDL）から IUGONET メタデータ・データベースに対して目的のデ
ータを検索するためのクエリーを送信する（図 3.2.4(1)）。2. OpenSearch29)により出力し






図 3.2.4：UDASと IUGONETメタデータ・データベースの連携の流れ。 














図 3.2.5：SuperDARN 北海道レーダーデータと THEMIS 地上観測点で得られた全天カ
メラ画像を地図上に重ね描きした例。 
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2009 年 9 月に IUGONET プロジェクトの Web ページを公開した。プロジェクト開
始当初は、プロジェクトの概要説明が中心であったが、プロダクト開発の進捗と共にコン
テンツを充実させ、メタデータ・データベースと、データ解析ソフトウェアの正式リリー
































アメリカ地球物理学連合(AGU: American Geophysical Union) はFacebook、 Twitter、
YouTube、LinkedIn、Flicker、Blog、を採用しており、また、日本地球惑星科学連合(JpGU:  
Japan Geoscience Union) は Facebook と Twitterを採用しているように、地球惑星科学







IUGONET は Twitter 公式アカウント@iugonet を取得し、運用中である。現在のフォ









IUGONET 公式 Facebook アカウントを開設した。Twitter アカウント@iugonet にお
けるつぶやきを Facebook のニュースフィードに自動投稿する連携を行っている。すなわ
ち、現在のところ、IUGONET の Facebook アカウントに英文コンテンツは無い。 
 
3.4.2.3 YouTubeの利用 














平成 23 年度に IUGONET プロジェクトが開催に携わった 2 回の研究集会、1 回のデ






































































































































































































































































































第 4章 まとめと今後の課題 
 































A. IUGONET各研究機関の登録済みメタデータのリスト (平成 24年 3月時点) 
 
東北大学 大学院理学研究科 惑星プラズマ・大気研究センター 
■ 地磁気:  女川地磁気サーチコイル 
■ HF帯レーダー:   木星電波固定周波数観測データ, 太陽・木星電波広帯域スペクトルデ
ータ 
■ VHF 帯レーダー:   木星メートル電波固定周波数データ, 太陽メートル電波スペクト
ルデータ 
■ LF帯レーダー:   標準電波位相・振幅変動データ 
 
情報・システム研究機構 国立極地研究所 研究教育系 宙空圏研究グループ 
■ 昭和基地:   オーロラ光学観測, 地磁気観測, 超高層モニタリング観測, イメージング
リオメータ, SuperDARNレーダー, MFレーダー, 無人磁力計ネットワーク観測, ナト
リウムライダー 




■ レーザー分光による大気分子観測データ, 赤外分光による大気分子観測データ, レーザ
ーイオン化質量分析器による大気エアロゾル観測データ 
■ 地上磁場データ, 大気光・オーロラの全天カメラ, EISCAT レーダー観測データ, ノル
ウェー光学観測データ, ノルウェーMF レーダー観測データ, ノルウェー流星レーダー
観測データ 




■ SMART太陽望遠鏡:   Hα太陽全面多波長データ 
■ DST太陽望遠鏡:   Hα部分拡大多波長画像, 分光観測クイックルック画像 
 
京都大学 大学院理学研究科附属地磁気世界資料解析センター 
■ 地磁気指数データ(final,provisional,quick look) ß AE, SYM/ASY, Dst 
■ 地磁気ディジタルデータ(WDC final,WDC prompt), 地磁気アナログデータ 
■ 地磁気ディジタルデータ(研究観測), 微気圧変動データ(研究観測) 
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■ 主磁場モデル(IGRF), 電離層モデルによる計算値 
 
京都大学 生存圏研究所 
■ 信楽 MU 観測所:   MU レーダー(対流圏・成層圏標準観測・電離圏標準観測), 境界層
レーダー, Lバンド下部境界層レーダー, ウインドプロファイラ(LQ-7) 
■ 赤道大気観測所:   EAR(対流圏・成層圏標準観測・電離層 FAI観測), 境界層レーダー 
■ その他:   ポンティアナ MF レーダー, パムンプク MF レーダー, ジャカルタ流星レー















●	 第 1回全体会議(Kick-Off Meeting) 
日時：平成 21年６月 25日 9:00~12:00 
























●	 第 2回全体会議(平成 21年度中間報告会) 
日時：平成 21年 11月 11日 13:30~16:25 
場所：情報・システム研究機構 国立極地研究所 3Fセミナー室 C301 
出席者：小野高幸、鍵谷将人、佐藤夏雄、中村卓司、宮岡宏、岡田雅樹、田中良昌、
荻野竜樹、三好由純、堀智昭、河野貴久、柴田一成、上野悟、金田直樹、能勢正仁、




• これまでの成果報告 [林寛生] 
• 進捗状況の報告 
- リポジトリソフトウェア調査 [小山幸伸] 
- メタデータフォーマット調査・策定 [堀智昭] 
- 解析ソフトウェア踏査 [田中良昌] 
• ディスカッション 1 
• IUGONETと他プロジェクトとの比較 [林寛生] 
• 今後の開発スケジュール [林寛生] 
• ディスカッション 2 
• その他  








林寛生、阿部修司、(以下は TV 会議による出席) 小野高幸、寺田直樹、坂野井健，岡
田雅樹、金田直樹、湯元清文 
議題： 
• 平成 21年度成果報告 [林寛生] 
• 作業グループ別進捗報告(1)：メタデータフォーマット調査・策定 [堀智昭] 
• 作業グループ別進捗報告(2)：リポジトリソフトウェア調査 [小山幸伸] 
• 作業グループ別進捗報告(3)：解析ソフトウェア調査 [田中良昌] 
• ERGサイエンスセンター計画と IUGONETとの連携 [三好由純] 
• 今後の開発スケジュール [林寛生] 
• ディスカッション 
●	 第 4回全体会議(平成 22年度中間報告会) 
※ 第 154回生存圏シンポジウム『メタ情報のデータベースを利用した分野横断型地球
科学研究の進展』の 1セッションとして開催 
日時：平成 22年 8月 16日 13:10~14:20 







• IUGONETプロジェクトの進捗 - 平成 22年度中間報告 - [林寛生] 
• IUGONETメタデータ作成、アーカイブの状況について [堀智昭] 
• IUGONETメタデータ・データベースの構築 [小山幸伸] 
• IUGONET解析ソフトウェアの開発 [田中良昌] 
●	 第 5回全体会議(平成 21年度年度末報告会) 
※ 名古屋大学太陽地球環境研究所研究集会『地球科学メタ情報データベースの現状と
その活用』の 1セッションとして開催 







• IUGONETプロジェクトの進捗 - 平成 22年度年度末報告 - [林寛生] 
• IUGONETメタデータの作成とアーカイブの現状 [堀智昭] 
• IUGONETメタデータ・データベースの構築 [小山幸伸] 
• IUGONET解析ソフトウェアの公開に向けて [田中良昌] 
●	 第 6回全体会議(平成 22年度中間報告会) 
※ 第 179回生存圏シンポジウム『メタ情報のデータベースを利用した分野横断型地球
科学研究の進展』の 1セッションとして開催 






• IUGONETプロジェクトの進捗 - 平成 23年度中間報告 - [林寛生] 
• IUGONETメタデータ作成、アーカイブの状況について [堀智昭] 
• IUGONETメタデータ・データベースの公開 [小山幸伸] 
• IUGONET解析ソフトウェアUDASの公開 [田中良昌] 
●	 第 7回全体会議(平成 23年度年度末報告会) 
※ 名古屋大学太陽地球環境研究所研究集会『地球科学メタ情報データベースの現状と
その活用』の 1セッションとして開催 







• IUGONETプロジェクトの進捗 - 平成 23年度年度末報告 - [林寛生] 
• IUGONETメタデータの作成、アーカイブの状況について [堀智昭] 
• IUGONETメタデータ・データベース構築の現状 [阿部修司] 
• IUGONET解析ソフトウェア(UDAS)の成果と今後の展望 [田中良昌] 
 
運営協議会 
●	 第 1回運営協議会 
日時：平成 21年 10月 1日 15:00~18:00 
場所：情報・システム研究機構 国立極地研究所 2F小会議室 
出席者：小野高幸、寺田直樹、佐藤夏雄、藤井良一、津田敏隆、湯元清文、林寛生 
●	 第 2回運営協議会 
日時：平成 21年 11月 11日 
場所：情報・システム研究機構 国立極地研究所 2F小会議室 
出席者：小野高幸、佐藤夏雄、中村卓司、荻野竜樹、柴田一成、林寛生 
●	 第 3回運営協議会 




●	 第 4回運営協議会 
日時：平成 22年 7月 30日 15:00~18:00 
場所：京都大学生存圏研究所 本館南(S)棟HS309 
出席者：中村卓司、藤井良一、荻野竜樹、家森俊彦、津田敏隆、湯元清文、林寛生 
●	 第 5回運営協議会 




●	 第 6回運営協議会 





●	 第 7回運営協議会 




●	 第 8回運営協議会 


























日時：平成 22年 2月 2日 12:50~17:10、3日 9:00~14:00 
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場所：名古屋大学 野依記念学術交流館 
※ プログラム等は http://www.iugonet.org/meetings/2010-02-02.html 参照。 
●	 SuperDARN/EISCAT/れいめい衛星データ解析講習会 
日時：平成 22年 2月 25日 11:00~18:00 
場所：情報・システム研究機構 国立極地研究所 3階セミナー室 
※ プログラム等は http://www.iugonet.org/meetings/2010-02-25.html 参照。 
●	 MLT Radar Workshop 
日時：平成 22年 3月 8日 8:45~17:55、9日 8:25~17:35 
場所：Ngee Ann-Adelaide Education Centre (シンガポール) 
※ プログラム等は http://www.adelaide.edu.au/sg/radarworkshop/ 参照。 
●	 第 154 回生存圏シンポジウム『メタ情報のデータベースを利用した分野横断型地球科
学研究の進展』 
日時：平成 22年 8月 16日 13:00~17:10、17日 9:30~16:10 
場所：情報・システム研究機構 国立極地研究所 2階大会議室 
※ プログラム等は http://www.iugonet.org/meetings/2010-08-16.html 参照。 
●	 名古屋大学太陽地球環境研究所研究集会『地球科学メタ情報データベースの現状とそ
の活用』 
日時：平成 23年 2月 23日 14:00~17:00、24日 9:20~15:45 
場所：名古屋大学 野依記念学術交流館 
※ プログラム等は http://www.iugonet.org/meetings/2011-02-23.html 参照。 
●	 SuperDARNによる極域超高層大気研究集会 / EISCAT研究集会 / IUGONETデータ
解析講習会 
日時：平成 23年 7月 25日 10:00~18:10、26日 10:00~16:30、27日 10:00~18:00 
場所：情報・システム研究機構 国立極地研究所 
※ プログラム等は http://www.iugonet.org/meetings/2011-07-25.html 参照。 
●	 第 179 回生存圏シンポジウム『メタ情報のデータベースを利用した分野横断型地球科
学研究の進展』 
日時：平成 23年 8月 3日 13:00~17:00、4日 9:30~15:40 
場所：京都大学 理学研究科セミナーハウス 





日時：平成 24年 2月 22日 13:00~17:30、23日 9:00~16:10、24日 9:30-17:30 
場所：名古屋大学 野依記念学術交流館 (22~23 日) / 名古屋大学 高等総合研究館 1
階カンファレンスホール (24日) 
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陽研究会「太陽の多角的観測と宇宙天気研究の新展開 2011」, 2011年 1月 12日, 京都. 
林寛生, 小山幸伸, 堀智昭, 田中良昌, 新堀淳樹, 鍵谷将人, 河野貴久, 阿部修司, 吉田大
紀, 上野悟, 金田直樹, "IUGONET メタデータベース開発 2010 年の進捗報告", 太陽
研究会「太陽の多角的観測と宇宙天気研究の新展開 2011」, 2011年 1月 12日, 京都. 
新堀淳樹, 林寛生, 上野悟, 磯部洋明, 浅井歩, 横山正樹, "太陽活動と高層大気の長期変化
（地球側）", 第 160回生存圏シンポジウム 第 3回宇宙環境・利用シンポジウム「太陽
活動と地球・惑星大気」, 2010年 12月 20日, 宇治. 
新堀淳樹, 西村幸敏, 辻裕司, 菊池崇, 長妻努, 亘慎一, IUGONETメンバー, "磁気嵐時に
おけるグローバルな地磁気変動", 極地研宙空圏シンポジウム 2010, 2010年 12月 3日, 
立川. 
林寛生, 小山幸伸, 堀智昭, 田中良昌, 新堀淳樹, 鍵谷将人, 河野貴久, 阿部修司, 吉田大
紀, 上野悟, 金田直樹, "IUGONETメタデータ・データベースを利用した極域科学研究
", 第 1 回極域科学シンポジウム「極域大気圏を通して探る地球規模環境変動」, 2010
年 12月 2日, 立川. 
小山幸伸, 河野貴久, 阿部修司, 新堀淳樹, 堀智昭, 林寛生, 吉田大紀, 田中良昌, 鍵谷将
人, 上野悟, 金田直樹, "IUGONETメタデータ・データベースの構築", 第 3回データ科
学ワークショップ(科学情報学研究会), 2010年 11月 26日, つくば. 
湯元清文, 阿部修司, 山崎洋介, 魚住禎司, 吉川顕正, 藤本晶子, 篠原学, Jusoh Mohamad 
Huzaimy, IUGONETプロジェクトチーム, MAGDAS/CPMNグループ, "Long-term 
Sun-Earth system variations based on MAGDAS/CPMN data", 地球電磁気・地球惑
星圏学会 第 128回講演会, 2010年 11月 3日, 那覇. 
荻野竜樹, 藤井良一, 堀智昭, 河野貴久, 海老原祐輔, IUGONET プロジェクトチーム, 
"CAWSES-II と宇宙気候の研究", 地球電磁気・地球惑星圏学会 第 128回講演会, 2010
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年 11月 3日, 那覇. 
林寛生, 小山幸伸, 堀智昭, 田中良昌, 鍵谷将人, 新堀淳樹, 河野貴久, 吉田大紀, 上野悟, 
金田直樹, 阿部修司, IUGONET プロジェクトチーム, "IUGONET プロジェクトの進
捗について", 地球電磁気・地球惑星圏学会 第 128回講演会, 2010年 11月 3日, 那覇. 
小山幸伸, 河野貴久, 阿部修司, 新堀淳樹, 堀智昭, 林寛生, 吉田大紀, 田中良昌, 鍵谷将
人, 上野悟, 金田直樹, "IUGONETメタデータ・データベースの紹介", 「高高度発光現
象の同時観測」に関する平成 22年度第 1回研究会, 2010年 10月 23日, 高知. 
新堀淳樹, 辻裕司, 菊池崇, 荒木徹, 林寛生, 津田敏隆, 池田昭大, 魚住禎司, R. E. S. 
Otadoy, 歌田久司, B. M. Shevtsov, S. I. Solovyev, 長妻努, 湯元清文, IUGONETプロ
ジェクトチーム, "IUGONET観測データに基づく赤道域における磁気急始(SC)の磁場
振幅の季節依存性", STE現象報告会 2010, 2010年 10月 8日, 小金井. 
小山幸伸, 河野貴久, 阿部修司, 新堀淳樹, 堀智昭, 林寛生, 吉田大紀, 田中良昌, 鍵谷将
人, 上野悟, 金田直樹, "太陽地球系物理学におけるメタデータ・データベースの構築", 
RIMS研究集会/SPARC Japan セミナー「数学におけるデジタルライブラリー構築へ
向けて」, 2010年 9月 16日, 京都. 
新堀淳樹, 辻裕司, 菊池崇, 荒木徹, 林寛生, 津田敏隆, 池田昭大, 魚住禎司, R. E. S. 
Otadoy, 歌田久司, B. M. Shevtsov, S. I. Solovyev, 長妻努, 湯元清文, IUGONETプロ
ジェクトチーム, "IUGONET 観測データに基づく赤道帯における磁気急始(SC) の日
変化の季節依存性 -熱圏-中間圏における中性大気風との関連性-", 現象解析ワークシ
ョップ, 2010年 9月 8日, 名古屋. 
田中良昌, 鍵谷将人, 新堀淳樹, 堀智昭, 小山幸伸, 林寛生, 上野悟, 阿部修司, 吉田大紀, 
河野貴久, 三好由純, 金田直樹, "IUGONETの解析ソフトウェアの紹介", 多点衛星・地
上データ解析による磁気圏ダイナミクス研究会, 2010年 8月 19日, 高知. 
田中良昌, 鍵谷将人, 新堀淳樹, 堀智昭, 小山幸伸, 林寛生, 上野悟, 阿部修司, 吉田大紀, 
河野貴久, 三好由純, 金田直樹, "IUGONET 解析ソフトウェアの開発", 第 154 回生存
圏シンポジウム「メタ情報のデータベースを利用した分野横断型地球科学研究の進展」, 
2010年 8月 16日, 立川. 
小山幸伸, 河野貴久, 阿部修司, 新堀淳樹, 堀智昭, 林寛生, 吉田大紀, 田中良昌, 鍵谷将
人, 上野悟, 金田直樹, "IUGONET メタデータ・データベースの構築", 第 154 回生存
圏シンポジウム「メタ情報のデータベースを利用した分野横断型地球科学研究の進展」, 
2010年 8月 16日, 立川. 
堀智昭, 鍵谷将人, 田中良昌, 林寛生, 新堀淳樹, 上野悟, 吉田大紀, 阿部修司, 小山幸伸, 
河野貴久, 金田直樹, 田所裕康, "IUGONETメタデータの作成、アーカイブの状況につ
いて", 第 154 回生存圏シンポジウム「メタ情報のデータベースを利用した分野横断型
地球科学研究の進展」, 2010年 8月 16日, 立川. 
林寛生, 小山幸伸, 堀智昭, 田中良昌, 鍵谷将人, 新堀淳樹, 河野貴久, 吉田大紀, 上野悟, 
金田直樹, 阿部修司, IUGONET プロジェクトチーム, "IUGONET プロジェクトの進
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捗 - 平成 22 年度中間報告 -", 第 154 回生存圏シンポジウム「メタ情報のデータベー
スを利用した分野横断型地球科学研究の進展」, 2010年 8月 16日, 立川. 
Hayashi, H., T. Hori, Y. Koyama, Y. Tanaka, M. Kagitani, T. Kouno, D. Yoshida, S. 
UeNo, N. Kaneda, S. Abe, Y. Miyoshi, M. Okada, T. Nakamura, and M. Nose, 
"Inter-university Upper atmosphere Global Observation NETwork (IUGONET)", 
AOGS 7th Annual Meeting, Jul. 8, 2010, Hyderabad, India. [Invited] 
堀智昭, 小山幸伸, 田中良昌, 鍵谷将人, 林寛生, 新堀淳樹, 上野悟, 吉田大紀, 阿部修司, 
河野貴久, 金田直樹, 田所裕康, "IUGONETのメタデータDB・統合解析ツールが開く
サイエンスについて", CAWSES-II キックオフシンポジウム, 2010年 6月 17日, 宇治. 
[招待講演] 
林寛生, 小山幸伸, 堀智昭, 田中良昌, 鍵谷将人, 阿部修司, 河野貴久, 吉田大紀, 上野悟, 
金田直樹 , 新堀淳樹 , "Inter-university Upper atmosphere Global Observation 
NETwork (IUGONET)", CAWSES-II キックオフシンポジウム, 2010年6月17日, 宇
治. [招待講演] 
Hayashi, H., Y. Koyama, T. Hori, Y. Tanaka, M. Kagitani, T. Kouno, D. Yoshida, S. 
Ueno, N. Kaneda, S. Abe, Y. Miyoshi, M. Okada, T. Nakamura, and M. Nose, 
"Inter-university Upper atmosphere Global Observation NETwork (IUGONET) - 
Development of metadata database -", JpGU Meeting 2010, May 26, 2010, Chiba, 
Japan. 
堀智昭, 鍵谷将人, 田中良昌, 林寛生, 上野悟, 吉田大紀, 阿部修司, 小山幸伸, 河野貴久, 
金田直樹, 三好由純, 中村卓司, 岡田雅樹, "IUGONETメタデータ・データベースで用
いるメタデータフォーマットについて", 日本地球惑星科学連合 2010年大会, 2010年 5
月 24日, 千葉. 
林寛生, 小山幸伸, 堀智昭, 田中良昌, 鍵谷将人, 河野貴久, 吉田大紀, 上野悟, 金田直樹, 
阿部修司, 三好由純, 岡田雅樹, 中村卓司, 能勢正仁, "IUGONETプロジェクトについ
て", 日本地球惑星科学連合 2010年大会, 2010年 5月 24日, 千葉. [招待講演] 
Hayashi, H., T. Hori, Y. Koyama, Y. Tanaka, D. Yoshida, S. UeNo, M. Kagitani, T, 
Kouno, S. Abe, N. Kaneda, Y. Miyoshi, M. Okada, M. Nose, and T. Nakamura, 
"Inter-university Upper atmosphere Global Observation NETwork (IUGONET) - 
Development of metadata database -", MLT Radar Workshop, Mar. 8, 2010, 
Singapore, Singapore. 
阿部修司, 林寛生, 堀智昭, 鍵谷将人, 田中良昌, 上野悟, 吉田大紀, 小山幸伸, 河野貴久, 
金田直樹, 三好由純, 中村卓司, 岡田雅樹, "大学間連携プロジェクト～超高層大気長期
変動の全地球上ネットワーク観測・研究～について", 平成 21 年度・第 2 回 STE（太
陽地球環境）現象報告会, 2010年 3月 5日, 福岡. 
小山幸伸, 河野貴久, 林寛生, 堀智昭, 田中良昌, 鍵谷将人, 吉田大紀, 上野悟, 阿部修司, 
三好由純, 金田直樹, 能勢正仁, 岡田雅樹, "超高層物理学分野におけるメタデータ・デ
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ータベースの構築", 第 2 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム, 2010
年 3月 1日, 淡路. 
林寛生, 堀智昭, 小山幸伸, 田中良昌, 河野貴久, 吉田大紀, 上野悟, 金田直樹, 阿部修司, 
鍵谷将人, 三好由純, 岡田雅樹, "大学間連携プロジェクト『超高層大気長期変動の全球
地上ネットワーク観測・研究』 - メタデータ・データベースの開発 -", GEMSIS磁気
圏電離圏ワークショップ：実証型ジオスペースモデリングに向けて, 2010年 2月 19日, 
名古屋. 
林寛生, 小山幸伸, 堀智昭, 田中良昌, 鍵谷将人, 河野貴久, 吉田大紀, 上野悟, 金田直樹, 




年 2月 2日, 名古屋. 
田中良昌, 阿部修司, 堀智昭, 小山幸伸, 吉田大紀, 林寛生, 鍵谷将人, 河野貴久, 上野悟, 




2010年 2月 2日, 名古屋. 
小山幸伸, 河野貴久, 金田直樹, 鍵谷将人, 林寛生, 堀智昭, 吉田大紀, 上野悟, 田中良昌, 




年 2月 2日, 名古屋. 
堀智昭, 鍵谷将人, 田中良昌, 林寛生, 上野悟, 吉田大紀, 阿部修司, 小山幸伸, 河野貴久, 




上ネットワーク観測・研究」)の進展』, 2010年 2月 2日, 名古屋. 
林寛生, 小山幸伸, 堀智昭, 田中良昌, 鍵谷将人, 河野貴久, 吉田大紀, 上野悟, 金田直樹, 




年 2月 2日, 名古屋. 
上野悟, 金田直樹, 柴田一成, "大学間連携事業「超高層大気長期変動の全地球上ネットワー
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ク観測・研究」の紹介と飛騨天文台におけるデータ共有化に向けた取り組み", 太陽研
究会「太陽の多角的観測と宇宙天気研究の新展開」, 2009年 12月 25日, 日野. 
林寛生, 小山幸伸, 堀智昭, 田中良昌, 河野貴久, 吉田大紀, 上野悟, 金田直樹, 阿部修司, 
鍵谷将人, 三好由純, 岡田雅樹, "大学間連携プロジェクト『超高層大気長期変動の全球
地上ネットワーク観測・研究』 -メタ情報データベースの開発-", 地球科学におけるデ
ータ可視化へのGeobrowserの活用に関する研究集会, 2009年 11月 30日, 京都. 
林寛生, 小山幸伸, 吉田大紀, 上野悟, 金田直樹, 阿部修司, 三好由純, 堀智昭, 河野貴久, 
岡田雅樹, 田中良昌, 鍵谷将人, "超高層大気長期変動の全球地上ネットワーク観測・研
究 - メタ情報データベースの開発状況に関して -", 地球電磁気・地球惑星圏学会 第
126回 講演会, 2009年 9月 29日, 金沢. 
林寛生, 小山幸伸, 堀智昭, 吉田大紀, 上野悟, 金田直樹, 阿部修司, 三好由純, 河野貴久, 
岡田雅樹, 田中良昌, 鍵谷将人, "大学間連携プロジェクト『超高層大気長期変動の全球
地上ネットワーク観測・研究』 - メタ情報データベースの開発 -", 地球電磁気・地球
惑星圏学会 データ問題検討分科会, 2009年 9月 28日, 金沢. 
林寛生, 小山幸伸, 吉田大紀, 上野悟, 金田直樹, 阿部修司, 三好由純, 堀智昭, 河野貴久, 
中村卓司, 岡田雅樹, 鍵谷将人, "大学間連携プロジェクト『超高層大気長期変動の全球
地上ネットワーク観測・研究』 - メタ情報データベースの開発 -", 宇宙天気研究会, 
2009年 8月 20日, 京都. 
 
講演(ポスター発表) 
林寛生, 堀智昭, 田中良昌, 小山幸伸, 新堀淳樹, 阿部修司, 梅村宜生, 米田瑞生, 上野悟, 
金田直樹, 鍵谷将人, 河野貴久, 吉田大紀, 元場哲郎, 田所裕康, IUGONET プロジェ
クトチーム, "Distribution of polar upper atmospheric data and promotion of polar 
science by the IUGONET project", 極地研研究集会「極域観測研究の過去・現在・未
来」, 2012年 1月 17日, 立川. 
Shinbori,A., Y. Koyama, H. Hayashi, M. Nose, T. Hori, Y. Otsuka, T. Tsuda, H. Hiroo 
and IUGONET Project Team, "Long-term Variation in the Upper Atmosphere as 
Seen in the Amplitude of the Geomagnetic Solar Quiet Daily Variation", The 2nd 
Nagoya Workshop on the Relationship between Solar Activity and Climate 
Changes, Jan. 16, 2012, Nagoya, Japan. 
Shinbori, A., Y. Koyama, H. Hayashi, M. Nose, T. Hori, Y. Otsuka, T. Tsuda, 
IUGONET Project Team, "Long-term variation in the upper atmosphere as seen in 
the amplitude of the geomagnetic solar quiet daily variation", AGU Fall Meeting 
2011, Dec. 9, 2011, San Francisco, California. 
Tanaka, Y., A. Yukimatsu, N. Sato, T. Hori, and K. Yumoto, "Deformation of the 
ionospheric current around the dawn/dusk terminators", AGU Fall Meeting 2011, 
Dec. 7, 2011, San Francisco, California. 
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Hayashi, H, Y. Tanaka, T. Hori, Y. Koyama, A. Shinbori, S. Abe, M. Kagitani, T. Kouno, 
D. Yoshida, S. UeNo, N. Kaneda, M. Yoneda, H. Tadokoro, T. Motoba, N. Umemura, 
and IUGONET project team, "Metadata database and data analysis software for 
the ground-based upper atmospheric data developed by the IUGONET project", 
AGU Fall Meeting 2011, Dec. 6, 2011, San Francisco, California. 
林寛生, 小山幸伸, 堀智昭, 田中良昌, 新堀淳樹, 阿部修司, 上野悟, 金田直樹, 米田瑞生, 
梅村宜生, 鍵谷将人, 河野貴久, 吉田大紀, 元場哲郎, 田所裕康, "IUGONET プロジェ
クトによる超高層大気研究のためのメタデータデータベースおよび解析ソフトウェア
の開発", 第 2回極域科学シンポジウム・第 35回極域宙空圏シンポジウム, 2011年 11
月 15日, 立川. 
新堀淳樹, 辻裕司, 菊池崇, 荒木徹, 池田昭大, 魚住禎司, Baishev Dmitry, Shevtsov 
Boris M., Otadoy Roland E. S., 歌田久司, 長妻努, 湯元清文, IUGONETプロジェク
トチーム, "高緯度から磁気赤道域までの磁気急始 (SC) の磁場振幅の季節変化の緯度
依存性", 地球電磁気・地球惑星圏学会 第 130回講演会, 2011年 11月 5日, 神戸. 
小山幸伸, 田中良昌, 堀智昭, 阿部修司, 新堀淳樹, 林寛生, 三好由純, 上野悟, 梅村宜生, 
金田直樹 , 米田瑞生 , 元場哲郎 , 河野貴久 , IUGONET プロジェクトチーム , 
"IUGONETによるメタデータ・データベースおよび解析ソフトウェアの公開", 地球電
磁気・地球惑星圏学会 第 130回講演会, 2011年 11月 5日, 神戸. 
Shinbori, A., Y. Tsuji, T. Kikuchi, T. Araki, A. Ikeda, T. Uozumi, S. I. Solovyev, B. M. 
Shevtsov, R. E. S. Otadoy, H. Utada, T. Nagatsuma, H. Hayashi, K. Yumoto and 
IUGONET project team, "Seasonal dependence of geomagnetic field variations on 
the ground associated with geomagnetic sudden commencements", XXV IUGG 
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